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11．調査の背景と目的．調査の背景と目的

背景

●有明海・八代海総合評価委員会などにおいて、有明海の環境変化と
して「底質の泥化」が課題とされている。

●その主な要因として、砂利採取やダム堆砂等による、筑後川流域か
ら有明海に流出する砂分の減少が問題視されている。

●また、事務所としても施設管理の観点からガタ土の移動メカニズムを
把握しておく必要がある。

調査の目的

○筑後川上流域から河口に至るまでの土砂（当面は砂・ガタ土）
の移動の動態、量等について、対外的に説明できるデータを収
集・整理し、全体の土砂バランスについて把握することにより、供
給域から海域までの今後の総合的な土砂管理に資する。



22．これまでの成果．これまでの成果

流域の砂（粒径0.1～2.0mm）に着目し、生産土砂量、

河道内の流下土砂量、河口部への砂の流下、堆積に
関するデータを整理し、流域内の土砂移動量収支を
推定した。

①流域内の生産土砂量（砂）： 約28万m3／年

②河道流入土砂量（砂） ： 約14万m3／年

③ （筑後大堰より）下流への流出土砂量

： 約 3万m3 ／年

＊ただし、①②と③は異なる考え方のもとに算出されたものであり、リンクはしていない。



33．主な課題．主な課題

流下する砂分の減少を示すデータが主に公になっている

① 筑後大堰から下流のガタ土（シルト分）の増加

② 河積の増加、河床勾配の低下による下流部掃流力の低下

③ ダムへの堆砂（砂分の供給なしとの報告もあり）

④ 砂利採取、河川改修等による河道外への土砂搬出量

●１：筑後大堰下流の河床材料粒径データなどの計測方法、解

釈が適切でない。

●２： 筑後大堰下流の（特に洪水時の）ガタ土、砂の動態メカニ

ズムが解明されていない。

●３： ダム、筑後大堰から流下する砂の量が把握できていない。

しかしながら



44．主な調査項目．主な調査項目（（H19H19～～H21H21年度）年度）

目的: 流域内の主に砂の流下量、堆積実態を把握

＜筑後大堰下流の土砂（砂）の堆積状況把握のため＞

Ａ．洪水Ａ．洪水前前後後におけるにおける河床河床堆積構造調査堆積構造調査【【柱状コアサンプリング柱状コアサンプリング】】

Ｂ．洪水前Ｂ．洪水前後における後における河床河床堆積構造調査堆積構造調査【【底質探査底質探査】】

＜筑後大堰下流での土砂動態メカニズム把握のため＞

Ｃ．Ｃ．洪水時洪水時及び及び平常時における河川縦断水位の連続調査平常時における河川縦断水位の連続調査【【水位計水位計】】

Ｄ．洪水Ｄ．洪水時における河床低下実態の調査時における河床低下実態の調査【【土砂掃流センサー土砂掃流センサー】】

Ｅ．Ｅ．平常時におけるガタ土の復元実態調査平常時におけるガタ土の復元実態調査【【深浅測量深浅測量】】

＜ダム地点で通過する砂の把握のため＞

Ｆ．ダム堆砂量、堆積形状変化データを用いた砂の通過量調査Ｆ．ダム堆砂量、堆積形状変化データを用いた砂の通過量調査

Ｇ．ダム上下流における流入・流出土砂の粒径調査Ｇ．ダム上下流における流入・流出土砂の粒径調査



Ａ：洪水前後におけるＡ：洪水前後における河床堆積構造調査河床堆積構造調査【【柱状コアサンプリング柱状コアサンプリング】】

○サンプラーに取り付けたエアーバイブレーターの振動により、サンプラーを所定
深度まで押し込み、乱れの少ない連続試料を採取する。（２４箇所設置）

※サンプルの土質試験や化学分析等を行うことで、諸情報の取得可能

○採取サンプルの例
コア長は2.0m
以上を予定



Ｂ：洪水前後におけるＢ：洪水前後における河床堆積構造調査河床堆積構造調査【【底質探査底質探査】】

○堆積構造については、各測線上で底質探査装置（超音波測深器；周波数
を数KHz～200KHzで変化、通常の深浅測量は200KHz)を用いて、
河床深度方向の地質分布を捉える。（８断面＋縦断方向で実施）

コントロールステーション

GPS

ＧＰＳ衛星

基準局

ビーコン受信機

補正値

音響測深機送受波器

中波ビーコン送信アンテナ

誘導員(DGPS)

オペレーター(音響測深機)

底質探査機

送波器

操船員

オペレーター

(底質探査機)

底質探査機

受波器

底質探査機

高周波送受波器



Ｃ．Ｃ．洪水時洪水時及び及び平常時における河川縦断水位の連続調査平常時における河川縦断水位の連続調査【【水位計水位計】】

水位計設置イメージ図

○感潮区間の河川水位は河川流量だけでなく潮汐によって連続的に変化
しており、観測密度を細かく(⊿ｘ＝1km,⊿ｔ＝10分間)して詳細に
調査する。

○川表の護岸等で干潮時でも水面下となる場所を特定し、その位置に塩
ビ管等の保護管を固定して水位計を設置する。（２５箇所設置）

データロガー付
絶対圧水位計

計測イメージ図



①出水前
(設置)

②洪水ピーク ③洪水後
(計測)

Ｄ．洪水時Ｄ．洪水時における河床低下実態における河床低下実態のの調査調査【【土砂掃流セン土砂掃流センササーー】】

○代表断面測線上の河床部に、概ね2～2.5mの深度まで、長さ10cmの中空セグ
メント(掃流センサー)を設置し、洪水時の掃流実態を調査する。

○掃流センサーには掃流されたタイミングを記憶できるロガーを附設し、洪水後
に回収するものとする。（２ヶ所で実施）

○また、埋設リングを
設置し、最大浸食深
を調査する。
（２ヶ所で実施）

掃流センサー
(中空セグメント)
計測原理イメージ



コントロールステーション

DGPS

送受波器(測深機）

ＧＰＳ衛星

DGPS局

ディファレンシャルデータ

操船
測深オペレータ

誘導オペレータ

Ｅ．Ｅ．平常時におけるガタ土の復元実態調査平常時におけるガタ土の復元実態調査【【深浅測量深浅測量】】

○洪水後、各調査測量線上で音響測深機(200KHz)を用いて定期
的に深浅測量を実施し、河床横断形状(表面形状)の変化のモニ
タリングをする。（８断面で実施）

深浅測量(音響測深機)



Ｆ．ダム堆砂量、堆積形状変化データを用いた砂の通過量調査Ｆ．ダム堆砂量、堆積形状変化データを用いた砂の通過量調査

○測量データ等から、ダムの堆砂量及び堆砂形状の変化を把握し、
砂の通過量を推定する。

マルチビーム測深システムによるダム湖底形状の計測や空中レーザ計測に
よる地上地形計測等の組み合わせなどにより、湖底を含めたダム地形全体
の詳細地形データを取得し、ダム堆砂量の把握を行う。



Ｇ．ダム上下流における流入・流出土砂の粒径調査Ｇ．ダム上下流における流入・流出土砂の粒径調査

○松原ダムの上下において、洪水時に流入する土砂、流出する土砂
を採取、粒径を調査し比較する。

北平川貯砂ダム

平成１０年度完成

計画堆砂容量 1,080m3

蕨野谷貯砂ダム

平成９年度完成

計画堆砂容量 4,110m3

手水野川貯砂ダム

平成１３年度完成

計画堆砂容量 33,660m3

小竹川貯砂ダム

平成１１年度完成

計画堆砂容量 3,720m3

津江取水堰

平成７年度完成

堆砂捕捉量 170,000m3
松原ダム

筑後川

下筌ダム

津江川

わらべ野谷貯砂ダム

平成１８年度完成

計画堆砂容量 2,910m3

流出調査
予定箇所

流入調査
予定箇所

松原ダム放流状況



55．．筑後川下流土砂動態調査地点位置図筑後川下流土砂動態調査地点位置図

洪水前 洪水中 洪水後 平常時

　A.河床堆積構造調査 ■ ○ － ○ － ２４

　B.河床堆積構造調査 ○ － ○ － ８横断+縦断

　C.河川縦断水位の連続調査 ● ○ ○ ○ ○ ２５

　D.河床低下実態の調査 ★ － ○ － － ２

　E.平常時における
　　ガタ土の復元実態調査

○ － ○ ○ ８横断

※１ 横断調査＋縦断調査
※２ 横断調査のみ

箇所数
調査時期（H19～H21)

モニタリング項目 凡　例 調査内容

　柱状コアサンプリング
　（材料分析調査等）

　底質探査（超音波探査）
　※１

　深浅測量
　※２

　水位計設置観測
　（既存水位計、新設）

　土砂掃流センサー



６．６．筑後川下流土砂動態調査筑後川下流土砂動態調査フフローロー

目標とする

データが得られ

たか？

ＹＥＳ

ＮＯ

※必要に応じて調査 計画の見直し

平成19年度

平成20年度

平成21年度

(予定)

～

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ｃ．河川縦断水位の連続調査〈

出
水
時
・
出
水
後

〉

〈

出
水
前

〉

Ｄ．河床低下実態の調査

Ａ．Ｂ．河床堆積構造調査

Ｅ．ガタ土の復元実態調査

水位計測

土砂掃流センサー

深浅測量

調査結果の
整理分析柱状コアサンプリング

Ｂ．河床堆積構造調査

底質探査

河川縦断水位
連続観測体制

の整理

新規水位計
の設置

調査項目
調査地点

調査方法等

調査計画策定

※水位調査は継続
して実施

柱状コアサンプリング・
底質調査

Ａ．河床堆積構造調査



７．年間スケジュール７．年間スケジュール

○ 平成２０年度 筑後川土砂動態調査関連スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【土砂動態調査】

　A　洪水前後における柱状サンプリング
　B　洪水前後における底質探査
　C　洪水時及び平常時における縦断水位調査
　D　土砂掃流センサーによる河床低下実態調査
　E　深浅測量によるガタ土の復元実態調査
　F　ダム堆砂量、堆積形状変化データを用いた
　　　砂の通過量の推定

【筑後川土砂動態調査に関するワーキンググループ】

　福岡捷二（中央大学）
　橋本晴行（九州大学大学院）
　横山勝英（首都大学東京）
　九州地方整備局河川部
　筑後川河川事務所
　筑後川ダム統合管理事務所

【有明海ガタ土と河口に関する調査検討委員会】

　平野宗夫（元九州大学）　※委員長
　宇多高明（土研センター）
　楠田哲也（北九州市立大）
　瀬口昌洋（佐賀大学）
　福岡捷二（中央大学）
　横山勝英（首都大学東京）　※オブザーバー
　筑後川河川事務所長
　武雄河川事務所長

4月21日（月）
　第1回ワーキンググループ開催
　　・筑後川における土砂動態調査
　　　について

12月上旬頃
　第2回ワーキンググループ開催
　　・調査結果の報告
　　・解析方法の確認
　　・今後の調査計画について　等

◎◎

平成21年1月頃
　第8回委員会開催
　　・調査・解析結果の報告
　　・今後の調査計画について　等

◎

・調査業務の発注委託
・調査計画の立案・修正
・調査の準備

現地調査の実施

調査データの整理及び解析



８．８．今回調査結果の整理・分析について今回調査結果の整理・分析について

11．河床変動実績の確認について．河床変動実績の確認について
出水前後の柱状コアサンプリング試料,深浅測量結果,底質探査結果を
直接比較すること、及び出水時における河床低下実態調査結果(掃流
センサー)より、洪水中における土砂移動実績・河床変動実績が確認
出来る。

22．洪水時の河床低下機構の解析について．洪水時の河床低下機構の解析について
河床変動実績及び河川縦断水位の連続観測記録を用いて、水理解析
モデル(平面二次元非定常モデル;一般曲線座標系)を構築することで、
洪水時における筑後川下流部の河床低下機構･土砂移動機構を解明
することが出来る。

33．洪水後．洪水後･･平常時のガタ土堆積機構の分析について平常時のガタ土堆積機構の分析について
調査地点の上下流水位と調査地点の横断形状データ(定期的な調査)
から調査箇所での水理諸量を確定することで、ガタ土の堆積(復元)
速度と水理諸量の関係を推定することが出来る。



９．９．筑後川下流部河床低下のモデル解析について筑後川下流部河床低下のモデル解析について

モモ

デデ

ルル

解解

析析

今後の今後の
展開展開 筑後川下流河道の水理特性・土砂移動特性の解明筑後川下流河道の水理特性・土砂移動特性の解明

土砂移動の確認：移動量土砂移動の確認：移動量,,河床材料の推定河床材料の推定

河道内水位ハイドロ

：今回調査
：従来調査

○モ デ ル 平面二次元非定常モデル＋河床変動計算（一般曲線座標系,メッシュ）

○区 間 河口域～筑後大堰（筑後川,早津江川,諸富川）（深浅測量）

○境界条件 河口潮位,大堰直下水位

○検証条件 ・ 、大堰流下流ハイドロ（拘束条件）

を用いて河床抵抗特性（粗度係数等）の同定。

・堆積構造調査結果（底質探査、柱状サンプリング）

・河床低下実態調査結果（深浅測量、掃流センサー）


